
 

広
島
大
学
～
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
～
東
広
島
駅
を
つ
な
ぐ

（異文化交流会の様子）

　

10
月
１
日
、
広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
、
広
島
中
央
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
を
経
由
し
て
東
広
島
駅
ま
で
を
む
す

ぶ
『
広
島
大
学
循
環
バ
ス
』
の
運
行
を
開

始
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
東
広
島
市
がM

ONET 
Technologies

株
式
会
社
と
連
携
し
て

実
施
す
る
実
証
実
験
で
、
本
学
周
辺
の
交

通
問
題
の
解
決
と
、
将
来
の
自
動
運
転
社

会
の
実
現
を
見
据
え
た
デ
ー
タ
収
集
を
目

的
と
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
広

島
中
央
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、
東
広
島
駅

　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
広

島
大
学
の
元
気
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
８
件
が
決

定
し
た
。

　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
・
教

員
・
地
域
団
体
の
３
者
で
チ
ー
ム
を

組
ん
で
、
地
域
か
ら
提
案
が
あ
っ
た

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を

め
ざ
す
。
本
学
か
ら
の
支
援
は
、
助

成
額
は
原
則
30
万
円
ま
で
（
最
高
限

度
50
万
円
）、
採
択
件
数
は
８
件
以
内

と
な
る
。

　

３
者
の
出
会
い
の
場
と
な
る
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
８
月
に
２
回
開

催
し
、
地
域
か
ら
15
件
の
活
動
テ
ー
マ

『
広
島
大
学
循
環
バ
ス
』
の
実
証
実
験
が
ス
タ
ー
ト

間
の
ア
ク
セ
ス
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

　
本
学
か
ら
ゆ
め
タ
ウ

ン
学
園
店
、
広
島
中

央
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
東
広

島
、
東
広
島
駅
を
経
由

し
て
本
学
に
戻
っ
て
く

る「
定
時
定
路
線
」と
、

大
学
周
辺
を
運
行
し
大

学
構
内
で
も
乗
り
降
り

で
き
る
「
デ
マ
ン
ド
」

の
２
種
類
。「
デ
マ
ン

ド
」
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
専
用
ア
プ
リ
で
予

約
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
定

員
13
人
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
が
運
行
す
る
。　

　
循
環
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、
東
広
島
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
の
生
活
環
境
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
研
究
機
関
を
結
ぶ
利
便
性
が
高
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
的
研
究
拠
点
の
形

成
に
向
け
た
広
島
中
央
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
と
の
連
携
強
化
が
さ
ら
に
推
進
で
き

る
。

　

本
学
の
構
成
員
や
訪
問
客
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
し
、
本
学
周
辺
の
定
時
定
路
線
の

拡
充
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
◆
詳
細
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

　

https://www.hiroshima-u.ac.jp/
news/53585

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
も

あ
り
、
こ
の
た
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
11
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

採
択
事
業
の
概
要
は
次
のURL

か
ら

閲
覧
可
能
。

　

https://www.hiroshima-u.ac.jp/
iagcc/ccc/ccc2/genki2019

　
「
広
島
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
→

「
地
域
・
産
学
連
携
」
→
「
地
域
連
携
」

→
「
繋
ぐ
」
→
「
令
和
元
年
度
」

　
採
択
を
受
け
た
事
業
は
、
10
月
か
ら
来

年
２
月
ま
で
の
５
カ
月
間
活
動
し
、
３
月

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
で
活
動
を
報
告

す
る
。

「
地
域
の
元
気
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定

（広島大学循環バス）

項番 テーマ 地域団体名 教員

1
Sandankyo Nature Trail Project
～三段峡自然散策道プロジェクト（安芸太田町）

NPO法人三段峡
－太田川流域研究会

中坪孝之
　　（統合生命）

2
中山間地域と大学を結び、世代を超えた学びの
拠点を作ろう（東広島市志和町志和堀）

つくれば工房
彦坂　暁
　　（統合生命）

3
久比地区の水利用等住環境に関するサステイナ
ビリティの確立のための広島大学の瀬戸内拠点
造り（呉市豊町～大崎下島久比地区）

一般社団法人まめな
小野寺真一
　　　　　（総科）

4
学生ワークショップによる公共空間利活用の提
案と実践（呉市中通2丁目）

NPO法人SYL
田中貴宏
　　　　（工学）

5
音戸の瀬戸周辺地域の散策マップ作成とマップ
を活用にした地域づくり提案（呉市音戸町）

NPO法人地域力で
里山を再生する会

田中貴宏
　　　　（工学）

6
音戸ドリームアイランドカレッジフィールド
（呉市音戸町）

ＮＰＯ法人
アースキューブジャパン

張　慶在
　　　　（総科）

7
楽しゅう　飲みん茶い
（三原市大和町～黒谷地区）

まほろばくろたに
伊藤奈保子
　　　　（文学）

8
レモンの島瀬戸田，地域と環境にやさしく共生す
る島づくり（レモンのある暮らし　－レモンを生活
の中に豊かに生かす－）（尾道市瀬戸田町）

せとだレモン祭実行
委員会

冨永美穂子
　　　（教育学）

採択プロジェクト一覧

令和元
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広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
池
上　

隆
志　

様

▼
石
堂　

裕
二　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子　

様

▼
医
療
法
人KOC

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤　

様

▼
医
療
法
人
サ
カ
も
み
の
木
会

　

理
事
長　

坂 

信
一　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

髙
杉　

啓
一
郎　

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳　

様

▼
上
田　

典
子　

様

▼
大
谷　

美
奈
子　

様

▼
小
笠
原　

洋
一　

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

佐
々
木　

直
義　

様

▼
越
智　

光
夫　

様

▼
金
本　

満　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長 

寒
川
起
佳
様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長

　

坪
井
高
義　

様

ピ
ー
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー
・
マ
ラ
ソ
ン
は
、

原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
広
島
が

緑
豊
か
な
国
際
都
市
と
し
て
発
展
す
る

中
、
苦
難
の
歴
史
を
忘
れ
ず
平
和
の
大
切

さ
を
語
り
継
い
で
い
く
た
め
に
、
各
国
政

府
代
表
者
や
在
京
大
使
・
在
外
の
日
本
国

大
使
の
方
々
に
平
和
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

い
た
だ
く
も
の
で
、
こ
の
度
は
第
５
回
目

の
開
催
と
な
る
。

10
月
４
日
、第
５
回
広
島
大
学
ピ
ー
ス・

レ
ク
チ
ャ
ー
・
マ
ラ
ソ
ン
が
、
駐
ペ
ル
ー

共
和
国
日
本
国
特
命
全
権
大
使
（
元
文
部

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

１０
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

　
第
23
回
／
10
月
７
日
（
月
）
は
体
育
会

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙

● 

締
結
し
た
協
定

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本
浩　

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　

代
表
取
締
役　

大
谷　

博
国　

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト

　

シ
ス
テ
ム
ズ　

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
尾 

則
宏
様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂　

哲
郎　

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　

代
表
取
締
役　

中
村 

靖
富
満　

様

▼
木
田　

徳
司　

様

▼
木
村　

榮
一　

様

▼
木
村　

純
子　

様

▼
桑
名　

正
博　

様

▼
児
玉　

匡
敏　

様

▼
酒
井　

裕
之　

様

▼
坂
下　

勝　

様

▼
櫻
井　

弘
之　

様

▼
佐
藤　

利
行　

様

▼
塩
本　

文
夫　

様

▼
高
橋　

恵
士　

様

▼
丹
根　

一
夫　

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂　

様

▼
濱
川　

聡　

様

▼
原
田　

稔　

様

▼
久
永　

洪　

様

▼
平
田　

信
太
郎　

様

▼
平
松　

一
知 　

様

▼
広
島
大
学
消
費
生
活
協
同
組
合

　

理
事
長　

細
野　

賢
治　

様

▼
弁
護
士　

緒
方　

俊
平　

様

▼
森
末　

道
忠　

様

▼
吉
川　

成
美　

様

（
五
十
音
順
）

※
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄

附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

  

保
護
者
向
け
地
域
懇
談
会

 

　 

神
戸
、
長
崎
、
松
山
で
も
開
催

学
部
１
年
次
生
お
よ
び
２
年
次
生
の

保
護
者
・
ご
家
族
を
対
象
に
保
護
者
向

け
「
広
島
大
学
地
域
懇
談
会
」
を
10
、

11
月
に
開
催
す
る
。

学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
保
護
者
・
ご
家
族
に
本
学

の
教
育
の
取
り
組
み
や
学
生
生
活
、
留

学
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
に
つ

い
て
の
理
解
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。今

年
度
は
、
神
戸
、
広
島
、
長
崎
、

松
山
の
順
に
４
地
区
で
開
催
す
る
。

講
演
会
や
修
学
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
等

に
関
す
る
案
内
・
説
明
の
ほ
か
、
本
学

の
卒
業
生
・
大
学
院
生
に
よ
る
体
験
談

な
ど
の
講
演
を
行
う
。

第
１
回
目
は
、
10
月
19
日
に
神
戸
で

開
催
し
、
広
島
で
は
11
月
２
日
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
開
く
予

定
に
し
て
い
る
。

　

11
月
13
日
（
水
）、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ

ス
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
て
第

６
回
広
島
大
学
女
性
活
躍
促
進
賞
「
メ

タ
セ
コ
イ
ア
賞
」
授
賞
式
を
開
催
す
る
。

  
ピ
ー
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー
・

  
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

 

本
学
５
人
が
最
優
秀
賞
な
ど
受
賞
！

未
来
博
士
３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月～１２月

幹
事
の
学
生
２
人
、
第
24
回

／
10
月
21
日
（
月
）
は
大
学

祭
実
行
委
員
会
の
学
生
２
人

が
出
演
予
定
。
中
高
生
に
向

け
て
、
広
島
大
学
の
魅
力
に

加
え
、
自
身
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
な
ど
を
語
る
。

【
大
学
間
国
際
交
流
協
定
】

▼
西
北
農
林
科
技
大
学
（
中
国
）
／
令
和

元
年
６
月
６
日　
▼
江
蘇
師
範
大
学
（
中

国
）
／
令
和
元
年
６
月
28
日　
▼
サ
ン
ク

科
学
事
務
次
官
）
土
屋
定
之
氏
を
講
師
に

開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
氏
に
対
し
て
広

島
大
学
か
ら
名
誉
博
士
の
称
号
を
授
与
し

た
。

　

９
月
14
日
、
東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
く
ら
ら
で
「
未
来
博
士
３
分
間
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
１
９
」
が
開
催
さ

れ
た
。
約
２
７
０
人
の
一
般
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
を
前
に
、
本
学
を
は
じ
め
６
大

学
に
所
属
の
博
士
課
程
後
期
学
生
25
人

が
、
１
枚
の
ス
ラ
イ
ド
、
持
ち
時
間
３

分
で
自
身
の
研
究
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
魅
力

を
わ
か
り
や
す
く
語
っ
た
。

　
本
学
か
ら
は
６
人
の
学
生
が
参
加
し
、

審
査
員
会
に
よ
る
選
考
及
び
審
査
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
の
投
票
の
結
果
、
医
歯
薬

保
健
学
研
究
科 

梅
原 

華
子
さ
ん(

最
優

秀
賞)

を
は
じ
め
、
５
人
が
受
賞
し
た
。

第
13
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
11

月
２
日
（
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
９

日
（
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
16
日
（
東
千
田

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
開
催
す
る
。

今
年
は
、
様
々
な
世
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
片
岡
鶴
太
郎
氏
に
よ
る
講
演
会

「
流
れ
の
ま
ま
に
」
を
サ
タ
ケ
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
で
行
う
。

連
携
市
町
の
物
産
展
、
校
友
会
学
生

チ
ー
ム
に
よ
る
お
も
て
な
し
企
画
の
ほ

か
、
学
部
・
研
究
科
で
も
多
彩
な
企
画

を
予
定
し
て
い
る
。

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、本
学
副
学
長
、

福
島
県
立
医
科
大
学
副
学
長
の
神
谷
研

二
氏
の
講
演
会
「
放
射
線
災
害
復
興
に

於
け
る
広
島
の
役
割
～
福
島
原
発
事
故

で
の
経
験
～
」
を
、
東
千
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
清
永
聡

氏
に
よ
る
「
司
法
・
報
道
の
立
場
か
ら

見
た
家
庭
裁
判
所
70
年
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
法
科
大
学
院
講
演
会
を
行
う
。

◆
詳
細
は
校
友
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

https://w
w

w.hiroshim
a-u.

ac.jp/koyukai/

受
賞
者
で
あ

 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

   

実
施
内
容
決
定

  「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
賞
」　
　

  

授
賞
式
開
催

11/13  

…秋季入学式

…第３ターム授業開始（～ 11/29）

…フェニックスリレーマラソン

…教育研究評議会

…第１３回ホームカミングデー

…大学祭

…創立記念日

…霞地区ホームカミングデー

…東千田地区ホームカミングデー

…教育研究評議会

…経営協議会

…第４ターム授業開始（～ 2/6）

…教育研究評議会

１０月１日（火）

１０月２日（水）

１０月１４日（月祝）

１０月１５日（火）

１１月２日（土）

１１月２日（土）

～１１月３日（日）

１１月５日（火）

１１月９日（土）

１１月１６日（土）

１１月１９日（火）

１１月２８日（木）

１２月２日（月）

１２月１７日（火）

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学（
学
生
交
流
）（
ロ

シ
ア
）
／
令
和
元
年
８
月
27
日

（俳人・エッセイスト
の 夏井いつき氏）

る
夏
井

い
つ
き

氏
の
講

演
会
も

開
催
す
る
。

（土屋大使によるご講演）


